
平成 24年 3 月 29 日

各 位

上場会社名 株式会社トマト銀行

代 表 者 名 取締役社長 中 川 隆 進

（コード番号 8542 東証・大証第 1部）

問合せ先

責任者役職名 経営企画部長

氏 名 谷 口 善 昭

Ｔ Ｅ Ｌ （086）-221-1010

新中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ３ プラン」の策定について

株式会社トマト銀行（取締役社長 中川 隆進）は、平成２４年４月から平成２７年３月ま

での３ヵ年を計画期間とする新中期経営計画を策定しましたので、その概要をお知らせい

たします。

記

１．計画の策定にあたって

当社は、平成２１年４月から３ヵ年の第２次中期経営計画「トマト MOTTO２ プラン」を進め、

一定の成果をあげることができました。また、トマト ＭＯＴＴＯ２ プランの最終年度にあたる今

年度には記念すべき創立８０周年を迎えることができました。

平成２４年度は、８０年の歴史と伝統を礎に、次の大きな節目である１００周年にむけての新

たなスタートの年となります。このような年に第３次中期経営計画「トマト MOTTO３ プラン」を

策定し、新たな歴史の一歩を力強く踏み出すものです。

２．名称

＜第３次中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ３ プラン」＞

新中期経営計画では、トマト MOTTO プラン、トマト MOTTO２ プランを継承するとともに、

さらに変革を進め、地域でMOTTOも身近で信頼され選ばれ続ける「じぎん（地元の銀行）」を

目指そうという思いを MOTTO３と表現いたしました。

３．計画期間

平成２４年４月～平成２７年３月（３ヵ年）

４．重点目標

 「二大変革」

（１）お客さまサービス改革

（２）営業力パワーアップ

 地域経済・社会への貢献

※詳細につきましては別添資料をご参照ください。

以 上
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おかげさまで 80 周年

新中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ³ プラン」の策定について

株式会社トマト銀行（取締役社長 中川 隆進）は、平成２４年４月から平成２７年３月

までの３ヵ年を計画期間とする新中期経営計画を策定しましたので、その概要をお知ら

せいたします。

１. 新中期経営計画の概要

２. MOTTO から MOTTO² さらに MOTTO³ へ

３. 重点目標・重点施策について

４. 「二大変革」について

５. トマト ＭＯＴＴＯ³ プランの遂行による当社の変革・成長ストーリー

本件に関するお問い合わせ先 経営企画部 谷口 ℡ 086-221-1154

報道関係のお問い合わせ先 経営企画部（広報担当） 藤岡・齋藤 ℡ 086-221-1057
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おかげさまで 80 周年

１．新中期経営計画の概要

２．MOTTO から MOTTO² さらに MOTTO³ へ

当社は、平成２１年４月から３ヵ年の第２次中期経営計画「トマト MOTTO² プラン」を

進め、一定の成果をあげることができました。また、トマト ＭＯＴＴＯ² プランの最終年度

にあたる今年度には記念すべき創立８０周年を迎えることができました。平成２４年度は、

８０年の歴史と伝統を礎に、次の大きな節目である１００周年にむけての新たなスタート

の年となります。このような年に第３次中期経営計画「トマト MOTTO³ プラン」を策定し、

新たな歴史の一歩を力強く踏み出すものです。

名 称 第３次中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ³ プラン」

計 画 期 間 平成２４年４月～平成２７年３月（３ヵ年）

位 置 づ け

平成２３年１１月に創立８０周年を迎え、歴史と伝統を礎に平成２４年度から

３ヵ年の第３次中期経営計画「トマト ＭＯＴＴＯ³ プラン」をスタートし、１００

周年にむけての新たな歴史の一歩を力強く踏み出すものです。

重 点 目 標

 二大変革

１． お客さまサービス改革

２． 営業力パワーアップ

 地域経済・社会への貢献

～ MOTTOも身近でお客さまに信頼され選ばれ続ける「じぎん（地元の銀行）」へ ～

トマト ＭＭＯＯＴＴＴＴＯＯ²² プラン

トトママトト ＭＭＯＯＴＴＴＴＯＯ ププラランンモット

（平成24年4月～平成27年3月）

トマト ＭＭＯＯＴＴＴＴＯＯ³³ プラン

お客さま（地元）にとっての ＭＹ ＢＡＮＫ、株主の皆さまにとっての ＭＹ ＢＡＮＫ、社員とその家族にとっての ＭＹ ＢＡＮＫ

（平成21年4月～平成24年3月）

（平成19年4月～平成22年3月）

バンキングビジョン

MMOOTTTTOOとは、
「お客さまにとってもっと便利

で、もっと満足度が高く」、当社

が日々着実な努力を重ねること

で、「もっと企業価値の向上を

図る」という当社の目標を、社

名であるTOMATOの一部文字

を並び替えることによって表現

したものです。

MMOOTTTTOO²²ととは、
第２次中期経営計画では、

MOTTOプランを継承するととも

に 、 創 立 ８ ０ 周 年 を 迎 え 、

MOTTO身近でお客さまに信頼

され選ばれ続ける「じぎん（地元

の銀行）」を目指そうという思い

を「MOTTO²」と表現いたしまし

た。

MMOOTTTTOO³³ととはは
第３次中期経営計画では、

MOTTOプラン、MOTTO²プラ

ンを継承するとともに、さらに変

革を進め、地域でMOTTOも身

近で信頼され選ばれ続ける「じ

ぎん（地元の銀行）」を目指そう

という思いをMOTTO³と表現い

たしました。
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おかげさまで 80 周年

３．重点目標・重点施策について

第３次中期経営計画「トマト MOTTO³ プラン」では、「お客さまサービス改革」、「営業

力パワーアップ」の『二大変革』と、『地域経済・社会への貢献』を重点目標とし、これらを

ふまえた５つの重点施策の遂行により、地域の皆さまにとって MOTTO も身近で信頼さ

れ選ばれ続ける「じぎん（地元の銀行）」を目指してまいります。

４． 「二大変革」について

トマト ＭＯＴＴＯ³ プランの３ヵ年で「変革」を成し遂げ、経営基盤の強化を図り、次の

成長につなげてまいりたいと考えております。その変革として以下の「お客サービス改

革」と「営業力パワーアップ」の二大改革を進めてまいります。

営業力パワーアップお客さまサービス改革

ＵＰ

二大変革

MOTTOも身近で信頼され選ばれ続ける「じぎん（地元の銀行）」へ

地域経済・社会への貢献

ＵＰ

地域経済・社会への貢献
コンサルティング機能の強化

地域社会の活性化への貢献

２．営業力パワーアップ
「営業力パワーアップ」で盤石な成長

基盤を確立

１．お客さまサービス改革
コンプライアンス絶対優先の貫徹

お客さま目線に立ったサービスの確立

（３） 中小企業者向け貸出、個人ローン、ＡＬＭ

運用などによる運用力の強化

（５） 地域経済・社会への貢献としての、①地域

の成長分野（環境・新エネルギー、医療

介護、農業、海外進出支援など）支援

②個人のセカンドステージ応援、③地域

社会活性化・安心安全の確保への取組み

強化

（４） 人財力の強化や情報インフラなどの活用

による成長基盤の強化

（１） コンプライアンス絶対優先の貫徹やリスク

管理の高度化による一層の信用力向上

（２） お客さま応対力、事務、マーケティング、

店舗づくりなど、細部にわたりお客さま目線

に立ったサービスを確立

重点施策重点目標

二
大
変
革
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おかげさまで 80 周年

（１）お客さまサービス改革

コンプライアンス絶対優先を貫徹するとともに、お客さま目線に立ったサービスの確立

にむけて、「お客さまサービス改革室」および、「お客さまサービス改革委員会」を新設し、

お客さま応対力の向上、お客さまの目線に立った事務手続きの見直し、マーケティング、

店舗づくりなど、お客さまサービスの細部にわたる改革を進めることでお客さま満足度・

ロイヤリティの向上を図ってまいります。

（２）営業力パワーアップ

営業力をパワーアップするため、以下の「営業力パワーアップ大作戦」に取組みます。

営業力パワーアップ大作戦では、①～③の三つのプロジェクトを進め、営業力のプロセ

ス指標である「営業人員」、「営業時間」、「営業能力」のそれぞれをアップし、営業力をパ

ワーアップいたします。

お客さま満足度・ロイヤリティ

向上

お客さま目線に立ったサービスの確立

営業最前線の部署
（営業店、住宅ローンセンター、お客さまサポートセンター、ビジネスサポートプラザ）

ＰＤＣＡ
（お客さまの声を

フィードバック）

ＰＤＣＡ

（改善）

お客さまサービス改革委員会

お客さま目線に立ったサービスを展開するためのQC活動を実践

取締役会・常務会

お客さまサービス改革室新設

新設

本部関連部署

ＵＰ

営業人員 営業時間 営業能力× ×＝

①「営業人員増強・戦略的傾斜配分検討プロジェクト」
本部人員の営業部門へのシフト

営業人員の有望市場への傾斜配分

②「業務効率化プロジェクト」
業務効率化により営業時間捻出

③「営業スキルマネジメント強化プロジェクト」
営業スキル向上、行動管理、マネジメント、人材育成

営業力

ＵＰＵＰＵＰ

営業力パワーアップ大作戦
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おかげさまで 80 周年

５．トマト ＭＯＴＴＯ³ プランの遂行による当社の変革・成長ストーリー

（１）盤石な経営基盤を確立
「二大変革」と５つの重点施策に取り組み、成長に向けての盤石な経営基盤を確立し

ます。

（２）お客さま満足度ナンバーワンに
コンプライアンス絶対優先貫徹のもと、『二大変革』の「お客さまサービス改革」により、

お客さま満足度地域ナンバーワンを目指します。

（３）安定的な収益基盤を確立
積極的に預金を受け入れることで調達基盤の安定を図り、『二大変革』の「営業力パ

ワーアップ」により、①顧客基盤の拡大による中小企業者向け貸出、②個人ローン、 ③

預貸ギャップに対応したＡＬＭ運用、④有価証券運用、の４つの運用力をアップします。

また、預り資産販売やコンサルティング機能の強化、新たな手数料収益の獲得などでの

収益の多様化により、安定的な収益基盤を確立します。

（４）地域で MOTTO も身近で選ばれ続ける「じぎん」へ
『二大変革』と『地域経済・社会への貢献』の重点目標のもと、５つの重点施策の遂行

により、地域で MOTTO も身近で選ばれ続ける「じぎん」となります。

※ 目標とする経営指標の数値は、平成２３年度決算発表にあわせて平成２４年５月

に公表する予定です。

以 上


